


白戸 : Aiでは、どんなお仕事をされているんですか？
菊地 : 支援員としてスタッフさんのお仕事
のサポートをしています。
白戸 : Aiに来る前は何ををされていたん
ですか？
菊地 : デザインを専攻して学んでいまし
た。メインはグラフィックデザインです。
空間デザインや、光演出などを学んでい
ました。その中で、様々な企業とコラボ
をして企画立案もしていました。
白戸 : 休日は何をしていますか？好き事を
教えてください。
菊地 : 私は写真、カメラが好きなので、自分のカメラを持って観光先やそ
の景色を撮るのが好きです。
白戸 : Aiでスタッフとこれからどんなことをしていきたいですか？
菊地 : それぞれ好きなことをしているスタッフさんを、他の人たちに紹介
したり、福祉に興味がない人や場所に発信していきたいです。もっと Ai
を広めていきたいです。

　せんだいメディアテークの１階で４
日間開催された障害のある人と芸術文
化活動に関する大見本市「きいて、み
て、しって、見本市。」に出展させて
いただきました。ニューカマーセブン
として作品を展示した石川法然、かっ
つんは実際に展示会場で興味を持って
くださったお客様への対応を担当し、
新しい出会いの場を作れ、大きな収穫
となりました。

Artist DAIKI

　白戸 : 今回、個展を開催してみた感想
を教えて下さい。
阿部 : 開催されるにあたり、パートナー
さん含め、支えてくださった、すべて
の方に感謝の気持ちが一番に湧いてき
ました。多くの方にご覧になっていた
だけてとても嬉しいです。
初めて自分の個展の開催だったので、
色々大変でしたが、今回経験できてよ
かったです。
白戸 : 個展のラストに向けて、一言お願
いします。
阿部 : 僕自身もそうですけど、Aiを皆
さんにPRできたら、と思います。

Aiではお互いにフラットな関係を築けるよう、親しみを込めて職員をパートナー、利用
者をスタッフと呼んでいます。今回は、今年年女の菊地桃佳さんにお話を伺いました。

白戸 : カラー講座って何をする時間なんですか？
千葉 : 私は Ai開設当初から関わっていて、最初の頃は色々なテーマでやる
ことを考えていました。それから回数を重ねていって、現在の色々なテク
ニックや方法があるんだということを教
える時間になっていきました。毎回、そ
の時の季節の行事を考えながら決めてい
ます。
白戸 : そのねらいはどのような所に？
｠千葉 : スタッフのみんなに色々なやり方
があるよ、とアートの自由さを教え、そ
の自由さを知ることで、様々な表現方法
を体験できるようにするため。例えば、
赤と白を混ぜるとこんな色になる、とい
うことなどをしていき、新たな発見を、創造性を作っていくためです。
白戸 : この時間の中であった面白いエピソードを教えてください！
千葉 : 行事ごとのテーマをする中で例えばハロウィンだと、おばけやかぼ
ちゃを作る時に、それぞれ独創性があること。また、作ったものを飾るこ
とで気分が変わり、鮮やかになって、スタッフやお客様も楽しいという気
持ちが共鳴できるが楽しいです。
何年もやっていく中で、イベントの時期になると、みんながもう少しでハ
ロウィンですね、など先々のイベントをイメージしていくようになったこ
とが面白いです。
白戸 : このカリキュラムで今後どんなことを伝えていきたいですか？
千葉 : 今まで色々教えていた中で、商品（みんなで創作したもの）を作るま
でにしていきたいです。
Aiから外に発信していきたいです。

interviewer : 白戸 健
photographer : Sin Gim

アートな福祉事業所Ai ファクトリーの特徴でもある多様なカリキュラム。今回は
AI 開設当初から関わっている、カラー講座を担当している千葉ひろみ先生にインタビュ
ーしました。

チラシ画像 外部講師　千葉ひろみ先生

パートナー　菊地桃佳さん
つながる　ワークショップ＆マルシェ　2/7

阿部貴志さん個展　色彩の輝き 2/1~2/28

　国分町にあるビートニクで、福祉製
品を購入できるマルシェと就労移行支
援プログラムを体験できるワーク
ショップを合体させた新イベントが開
催されました。Aiはスタッフ有志の販
売班で参加しました。
街歩きがてら見学に行ったスタッフ達
にとっては、気軽に他の事業所の体験
が出来る、良い機会となったようです。
このようなイベントを通して、売場に
入って接客をする経験を、今後も積ん
でいきたいです。

Ai の表現者のひとり、阿部貴志さんが今月の 1日より、Ai Galery にて個展
を好評開催中です。阿部さんにインタビューしました。

マルシェのようす
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もっと Ai を広めていきたいです。

新たな発見、創造性を作っていく。

Ai初の新卒職員。

として多彩に活動。
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アクティブな青年であるDAIKI は常に動き、声を発し、世界に向けて自
己を表し続けています。時に天才的な書などもする彼ですが、もっぱら
取り組んでいるのはさまざまな画材を用いて行うドローイング。
その色彩とリズムはまるで紙の上で行われるダンスのようです。
その画面は躍動感を突き抜けた静けさをたたえています。

見本市のようす

2/3~2/6


